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Q. 「平戸洸祥窯」の商品の特徴は？ 

天草陶石を使って、白磁に青色で描いた染付を主体に製作しています。特徴的な技法は

「平戸菊花飾細工技法（ひらどきっかかざりさいくぎほう）」と「平戸置上技法（ひらどおき

あげぎほう）」です。「菊花飾細工」の菊花は先端の尖った竹の道具で土の塊から、つぼみ

や葉などは手びねりや押し型成形によって形作り、器に貼り付けていきます。成形から焼形

までの綿密な計算と高度な技術が必要で、長崎県指定無形文化財に指定されていま

す。また、「平戸置上技法」は土を塗り重ねて絵柄を立体的に表現する技法です。「平戸

置上技法」の技法は昔から三川内にありましたが、しばらく製作されていませんでした。近年

復刻しましたが、伝統技術を掘り起こすことで新たな価値が出るものもあると感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q.海外展開にも力を入れているのですか？  

コロナ前はドイツ国際見本市に出展し、平戸菊花飾花瓶が「トレンド2018」に選ばれまし

た。また、英語版のホームページを作成したことをきかっけに、海外からの問い合わせが増え

ています。例えば今年、ニューヨークの大手化

粧品メーカーからサプライヤーとしての依頼のお

話がありました。海外には「菊花飾細工」をメイ

ンに技術を見せながら、三川内焼を知って 

もらうきっかけになればと思っています。「何でも

できる」ではなく、「これだったらできる」にフォーカ

スしてPRすることを意識しています。                                 

若い頃に九州電力(株)様の若手工芸家国

内外派遣制度に応募してオランダへ留学した

経験があるのですが、現在の海外展開の取組に

活かすことができていると感じています。 

 

「平戸置上技法」の技法を使った作品 

「平戸菊花飾細工技法」を使った作品 

海外向けのリーフレット写真 
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Q.オンライン販売にもいち早く取り組まれているのですね。 

ホームページの整備と併せて約 10 年前にオンラインショップを立ち上げました。コロナ禍でオ

ンラインショップを通じた販売は増えています。 
 

Q.産地における最近の取り組みを教えてください。 

毎年５月に開催される「三川内焼窯元

はまぜん(※)祭り」の実行委員長とし

て、現在「平戸盃（ひらどさかずき）プロ

ジェクト」に取り組んでいます。盃の共通

形 360 個と自由形 36 個にそれぞれの

窯元が絵付けや細工をして販売するも

のです。寛文 2 年に三川内の陶工が天

草陶石と出会い、今年で 360 年となり

ます。そのような節目の年に 36 回目のはまぜん祭りが開催されるということで、「豆皿」に続

くシリーズとして企画しました。盃としてだけでなく、料理の器としても広く使っていただけます。

まだスタートしたばかりですが、メディアにも取り上げられ、反響を頂いています。 

※はまぜん・・・窯で焼成する際、収縮によるゆがみを防ぐため、器と同じ素材で作られた円形のものに乗せて焼き

ます。この円形のものを「はまぜん」と呼びます。 

 

Q.中里さんのモットーを教えてください。  

製造から販売まで、「三川内らしさ」を最も大切にしています。また、その「三川内焼らしさ」

をどのように伝えていくかが重要だと考えています。あとは人のあたたかみや匂いが感じられる

ような作品づくり、使い手に寄り添った作品づくりをを心がけています。単に「手作り」だから

良いということではなく、「その次に何を伝えたいか」ということを意識するようにしています。最

近の取組としては、例えば、年齢を問わず誰が持っても持ちやすいような取手のマグカップを

製作しました。 

 

 

 

 

 
 

Q.今後の目標は？ 

三川内焼の歴史はまだ曖昧な部分があるので、大学等とも連携してしっかり調査し、歴史

を紐解いていきたいですね。技術の背景にある歴史・ストーリー性が三川内焼の価値を上

げ、プラスに作用すると考えています。以前、九州国立博物館で「みかわち焼展」が開催さ

れたことが、学者の方が三川内焼をテーマとして取り上げるきっかけになりました。国立博物

館や美術館での展示会を今後も増やし、さらに研究が進んでほしいと思っています。 




